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梅雨期の対応について

「くまもと防災復興ウィーク」について

スタートアップ・エコシステム拠点都市への選定について



梅雨期の対応について

平年降水量（ｍｍ）

梅雨期間 年間

熊本 835.3 2007.0 42

阿蘇乙姫 1250.5 3009.6 42

人吉 1051.9 2534.9 41

牛深 758.5 2109.8 36

下関 563.0 1712.3 33

福岡 548.7 1686.9 33

佐賀 693.8 1951.3 36

長崎 628.6 1894.7 33

大分 574.9 1727.0 33

宮崎 855.6 2625.5 33

鹿児島 935.1 2434.7 38

比率

％
観測地点

梅雨時期

熊本では年間降水量2000ミリ前後に対し、
6～7月の梅雨時期の降水量は800ミリ程度で、

年間降水量の約４割を占める。

梅雨時期の降水量と
年降水量の比率分布

(平年値）

平年値（1991～2020年）による、年間降水量に
占める梅雨時期（６～７月）の降水量の割合

出典：熊本地方気象台
（県防災会議資料）

≪熊本県の雨の降り方の特徴≫



梅雨期の対応について
≪熊本県の雨の降り方の特徴≫

深夜から
朝方が多い



梅雨期の対応について

①「避難場所」などの確認
…マイタイムラインの活用

②「予防的避難」の徹底
…明るいうちに、早めの避難

③「非常持ち出し品（備蓄品）」
の再点検
…少なくとも３日分の飲料水・
保存食・生活必需品や、薬など 参照：「くまもとマイタイムライン」の専用Webサイト

県民の皆様へのお願い



くまもと防災復興ウィークについて

県民の防災意識を向上させるため、

以下の期間を「くまもと防災復興ウィーク」と定め、

令和２年７月豪雨の教訓を発信します！

期間：令和７年（２０２５年）

６月２９日（日）～７月５日（土）



行事名 主催 日程・場所 県出席者

追悼式 人吉市 ６月２９日（日） 人吉市役所庁舎１階 木村知事

一般献花

人吉市 ６月３０日（月）～７月４日（金）
人吉市役所庁舎１階

亀崎副知事
（４日出席）

球磨村 ７月４日（金）～７月６日（日） 球磨村役場庁舎正面玄関ロビー

八代市 ７月４日（金） ①八代市役所本庁舎 １階

②坂本コミュニティセンター
木村知事
（４日出席）

芦北町 ７月４日（金）～７月６日（日）
芦北町総合コミュニティセンター

竹内副知事
（４日出席）

津奈木町 ７月４日（金） 津奈木町平国地区屋外倉庫

くまもと防災復興ウィークについて
＜主な行事①＞

①9:00～20:00
②9:00～17:00

各10:00～18:00

9:00～16:00

各9:00～17:00

各8:30～17:00

10:00～11:00



＜パネル展の開催場所及び日程＞

場所 日程

①県庁

（防災センター、地下通路、本館ロビー）
６月３０日（月） ～ ７月 ４日（金）

②県立図書館 ６月２８日（土） ～ ７月１０日（木）

③熊本地震震災ミュージアム「KIOKU」 ６月２８日（土） ～ ７月 ６日（日）

④肥後銀行人吉支店 ６月３０日（月） ～ ７月 ４日（金）

＜主な行事②＞
行事名 主催 日程・場所 県出席者

令和２年７月豪雨
復旧・復興本部会議

（第１７回）
県

７月４日（金）
１３時３０分～

熊本県防災センター２階

２０１会議室

知事、副知事、

各部（局）長等

くまもと防災復興ウィークについて



スタートアップ・エコシステム拠点都市への選定について

スタートアップ・エコシステム拠点都市とは

○ 選定された拠点都市のスタートアップに対し、政府等からの集中的な支援を
実施することで、世界と伍するスタートアップ・エコシステムを目指す取組み。

○ 今回、第１期で選定された東京都などの８都市は引き続き「グローバル拠点
都市」として、熊本県・熊本市を含む５都市が新たに「NEXTグローバル拠点
都市」として選定。

熊本県と熊本市等が共同申請していた、内閣府の

「第２期スタートアップ・エコシステム拠点都市」
に選定されました！



スタートアップ・エコシステム拠点都市への選定について

今後、県内の産学金官の支援機関で構成される

コンソーシアムを設立し、熊本から世界に挑戦し、

グローバルで活躍するスタートアップの創出を目指します。

• 本日14時から、熊本市役所にて市長会見予定。

• 詳細は、本日15時から、県庁本館４階にて県と市等による合同記者レク

チャーを実施。


